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令和７年３月２４日（月）

３学期修了式を終えて

離任式（お世話になった先生方ありがとうございました）

24日（月）をもちまして、令和６年度が終了しました。修了式では
学年代表の生徒がそれぞれ１年間を振り返って、代表挨拶をしてくれ
ました。１年生は疋田遥香さんが１年間を通じてできるようになった
こととして、「あいさつ」と「積極性」をあげ、２年生における目標
を述べてくれました。２年生は福丸蒼依くんが修学旅行での班活動や
町おこし学習を通して学んだことを述べ、３年生では学校のリーダー
として自覚を持ち、後輩のお手本になると決意を述べてくれました。
そして、生徒会代表として菅田光くんが、生徒会として次年度取り組
むことの重点目標を掲げ、よりよい学校づくりに向けての決意を表明
しました。
私からは次の学年へ向けて、挑戦することの大切さを講話で述べさ

せていただきました。以下に話の概要を紹介します。
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★校長講話（１年間を振り返って）
先日の卒業式で山口教育長さんがとても印象深い話をされました。

皆さんは「成功」の反対は何だと思いますか？という話です。覚えて
いますか？「成功」の反対「失敗」ではなく、「何もしないこと」
「挑戦しないこと」とおしゃいました。
人類はあらゆる失敗の歴史とともに成長してきました。失敗してき
たからこそ、新しいものが発見されたり、発明されたりしてきていま
す。ノーベルのダイナマイトの発明は有名ですが、失敗から生まれた
ものは無数にあるそうです。「失敗は成功の母」という意味に近い言
葉を残したエジソンも、電球を発明する過程で失敗を重ねましたが、
むしろそれを歓迎して成功に至りました。私は「失敗」は「成長」と
同じ意味だと考えています。失敗の中で一つ一つ学んでいくのです。
「教室は間違うところ」という言葉もよく聞きますね。
最後に作家で俳優の中谷彰浩さんの言葉を紹介します。「人間は二
通りしかいない。成功者と失敗者ではない。成功も失敗もする人と成
功も失敗もしない人である」と言っています。皆さんには常識にとら
われることなく、思い切り挑戦することを忘れないでほしいと思いま
す。

坪田泰明先生 田崎 克行先生

小峰 奈美先生 日高 千代乃先生

浦 志穂美先生 松元 真理子先生

山口恵利子先生

社会科の清田弘志先生
事務職員の佐藤浩二先生
支援員の長岡直子先生
にもお世話になりました。
皆さん、ありがとうございました


